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再不貧の会、昭和６１年度に向けて

　　　　　　　　　　　　

会長

　　

三好

　

隆志

　

会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか、再不貧の会も昭和４８年発足以来

１３年目を向かえ、これまでの実績を踏まえながら、新たな飛躍の年になろよ

う役員・幹事一同頑張るつもりでおります。

　

ここ十数年の医学の進歩にあわせ、再不貧の治療法もしだ･いに向上し、死亡

率は下がり、治癒率は確実に高くなっており、明るいニュースが多くなってき

ております。しかし一方、大量の投薬、強い薬のため合併症が生じており、ま

たあいかわらず定期的な輪血にたよらざるをえない患者さんがいるのは事実で

す。

　

私共は北大第三内科桜田先生のお力添えをいただきながら、一人でも多くの

患者さんが治癒し、社会で自立できるよう、今後も会活動を続けていくつもり

です。

　

昭和６１年度の総会は５月１１日（日）北農健保会館で１時より開かれ、難

病連の伊藤事務局長の挨拶をいただき、久保議長の進行のもとで、会の活動報

告、事業計画、そして会計報告などを行い、会計検査の藤田さんに６１年度の

会計決算が適正であったことの承認をいただき３時に全ての議題を終了いたし

ました。その後約１時間ほど会員主席者１１名でこの１年間の近況をお互いに

話し合い、４時には閉会いたしました。

　

今年の主な活動計画として、再不貧患者のアンケート調査を５年前に引きっ

づき桜田先生のもとで実施することになりましたので、よろしく御協力のほど

お願いいたします。なお役員は前年同様ですが、今年度から、幹事の仕事分担

を決め、佐藤さんは会計幹事、川口さんは編集幹事、矢野さんは難病連行事関

係幹事を担当していただくことになりました。どうかよろしくお願いいたしま

す。

　

会の行事の実施にあたってはできるだけ多くの患者皆様の意にそうよう努力

するつもりでおりますので、どうか一層の御協力をお願いいたします。
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[I召不□６０年三度ii!i重力幸|受4当-

60年4月14日 役員会 雪印パーラー

5月12日 再不貧の会定期総会 グリーン札幌 出席者１５名

6月16日 難病連総会 難病センター 出席者　３名

6月30日 難病連札幌地区合同レク ブレイばんけい

7月2旧 役員会

8月10日 会報ひまわり１６号発行

8月3旧 療育キャンプ 盃温泉 参加者２０名

10月20日 役員会 雪印パーラー

11月10日 役員会 雪印パーラー

11月16日 難病連役員研修会 難病センター 出席者　３名

11月17日 再不貧の会医療講演会

　　北大第三内科桜田先生 難病センター 出席者１３名

11月30日 会報ひまわり１７号発行

12月15日 難病連ｸﾘｽﾏｽﾁｬﾘﾃｨが-ﾃｨ エンペラー 参加者２０名

61年3月9日 役員会 雪印パーラー

3月23日 役員会 雪印パーラー
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n召不□６ １ Ｗｇｌこi舌重力言十狸画

4月19日

　　20日

難病連総会 難病センター

5月11日 再不貧の会第１３回定期総会 北農健保会館

6月8日 会報ひまわり１８号発行

6月29日 難病連札幌地区合同レク 定山渓章月グランドホテル

8月2日 難病連第１４回全道集会 札幌、障害福祉センター

8月23日

　　24日

再不貧の会療育キャンプ ニセコ？

10月 再不貧の会医療講演会 旭川？

11月 会報ひまわり１９号発行

12月 難病連ｸﾘｽﾏｽﾁｬﾘﾃｨが-ﾃｨ
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昭和61年度

　

Ｓ毫１緊ｒ．＝ｙこヤこノプのお知らせ″

　

今年も例年通り療育キやンプを下記の通りニセコ山の家（

鉄道）で実施いたします。できるだけ多くの会員の皆様の参

加を希望いたします。

日

場

　　　　　　　　　　　　　

記

時：昭和６１年８月２３日（土）～２∠1日（日）

所：ニセコ山の家（鉄道）

　

〒485-15

　

ニセコ町字ニセコ、�(0136)58-2611

＊集合場所：札幌駅北口

＊集合時間：午後２時

＊交通機関：会員の乗用車に分乗します。

＊所用時間：約２時間３０分

＊自己負担金：大人2 0 0 0円、小人１０００円

,※出欠の有無を同封のはがきで８月１０日までにお知らせ下

１さい。また、出席できない方は、現在の状況についてお知ら

　

せ下さい。

　　

なお、出席の方は幼児（小学生未満）、小学生、中学生、

　

大人および男女の別を明記して下さい。

一 y｀-



・

・参

昭和６０年度一部会決算報告書

部会名

　

呟
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至
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一
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月
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１

１

日

日
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斜　　　　　　目 ６０予算 ６０決算 摘　　　　　　　　　要

配分交付金収入 どぶ。７７ｆ 心。77z7

上部団体助成金収入

会　　貸　　収　　入 ノ／Ｊ。７ｒ７ ﾊ？な& 心Ｘ
賛　助　会　費　収　入 ）Ｊｚ，

事　　業　　収　　入
ｊ。-．．--rr~i. C乙な）。ｔ 奈々四知痩ﾀ~,JIふ

協力会還元金収入

募金毎週元金収入

寄　付　金　収　入
J <!~AirP ／／。２,ヴﾌﾞ） ,Jぺ

受　取　利　息　収　入 ｙ-ﾙZﾌ ｡ﾝ,りｙ

雑　　　　収　　　　入
必ヮ）

前　期　繰　越　金 ｙむｒが） ,λy〉6｀7

合　　　　　　豺 λら・7･7;! 万。ﾝzj
－

支

　

出

　

の 部

科　　　　　　目 ６０予算 ６０決算 摘　　　　　　要

事　業　賢 ／な夕。｡ヴ1; 応ぶ｡きタぐヤ／

会　議　費

「難居巡参加費 μざｚ｡７ (9^。77

一役μ会費 /fg7z7？ くｚｄ）ｊ『
L中央会読費

研　修　会 φｊ｡ｒＺ ｊ・７-７７

医療謂Ｍ会 心乙｡-Zﾆ
.>j<^;>.^
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科　　　　　　目 ､60予算 ６０決算 摘　　　　　・　要

患者大会 4どｊ７７ｐ J）,y。､『

痕育キャンプ ノβZ?Z7 ．ｚ。っａ叉ｊ玉遥猷。/J白

検診相談会 ぶく2ぷ7？ コz-/77’

医療相談会
J。ヴﾌS

実態調査費 y。■^.frzTP

機関紙・誌贅 ｙヽmrsv- ∠仏以3心立皐
指導パンフ

Jﾊﾞ７?

旭区育成費 ＿>。7.-rrっ

相談員補助 J..-｡｡ごＣ ／７-だ？゛？

活　動　費 ｚﾒｰ。ﾌy7 メふど7っ

負　担　金 J,?/infTD ｡之。7yヽぷy７１ﾝ

維持会費 　　　　　　｜J,iﾝ。｡ﾌﾞっ ）。９､。。ｆ

全国会負担金
Ｉ

維持運営費 ^■Cinn> </^tiCL｡Σｎ

通信交通費 ん。･,7 χふ心
事務局費

認。7y7 7り ぷ必ヽ,。ざ乙

資　料　費
　　　｜

zzり7r77

雑　　　　費 ざ二

政明繰越金 んr^TTp 夕/T.VtS:ひ

●

合　　　　　　豺 ？,y。-TrTTT? ）｡j。≫跨
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Ｏ

昭和６１年度

　

部会会計予算書

収

　

入

　

の

　

部

自

至

昭和６１年４月

　

１日

昭和６２年３月３１日

科　　　　　　目 ６０予算 ６１予算 摘･　　　　　　　　要

配分交付金収入
&/ r~石 ろ■y r̂r- ^っｚ，

上部団体助成金収入

会　　費　　収　　入 ノノλz･どっZ･ ／４心z－7,7 　　　　/7　　　　χ,jJ/ンフ　Ｘ ４ｚ･

賛　助　会　費　収　入
）。jzづ） ^ ^Xc r Ｊぶご　ズ　ａλ

診　加　費　収　入 Jz･z7夕ど Jz・zｸz･/ 廃右ベャ万端､､ダダ
販　売　事　業　収　入

ノ/りｊ戸/こ //っ/9/ッノ） シガーヴ一元心盛ヽ

その他の事業収入

寄　付　金　収　入 ｊ芦ｚ７７ ぶみ７７

協力会還元金収入
r^/rrn.

募金迢還元金収入 ミ

Jz,ご

署名募金還元金収入 / jr-trr･

受　取　利　息　収‘入
ざ卜友･ ぶｒざ７

雑　　　　収　　　　入 くZとＺ

前　咽　繰　越　金 .･? n e･戸Z7 く∠Ｚ,７ぷび

合　　　　　　君
λi /'rママ ）９Ｊｚヴ７

支

　

出

　

の 部

粁　　　　　　目 ６０予算 ６１予算 隋　　　　　　要

事　哭　賢 ｊα;祐７９ ざ／Ｊｚ７７

会　議　費

「難病巡診加費 U /-/:ヤｔ C/<^r-7r-n

一役員会ｇ Ｚ。。-rr-n 外z7 ycvrz r≒79j･- -7 タzﾌ回

L中央公債費

研　修・会 どとヴZ .y <r-/7im.

医すび講演会 び4ら79 ジ。。７づ

-／た



科　　　　　．目 ６０予算 ６１予算 滴　　　　・　要

患者大会 ζ乙ぶｰ。ﾌﾞﾌ） ＆/≒rブ７

療育キャンプ 　　　　　　　ａ／ｒ／ｒマ゛‾7‾リ ノ/り/r7ﾌﾞ‘?つ乙｀大湊爪,て陶山感服/冶

検診相談会 Ｊ４ｚヴフ｀ 石ｒ？？７

医療相談会 ふ-,７７ Ｊ ｒ-7ヴ

実態調査費
/-ごが

機関紙・誌費 ?ヽ。ｧ７心 ／-７タ 石小心9，.//し乃か
指導パンフ ^ /rT-rrf.つ

旭区育成費 ふ｡７７で

相談員補助 タタ７ブＴ ノタブーγΥ

活　動　費 ／ぞフフ97 ／ｒ７'７Ｔ

負　担　金 Ｊｄ／ダ77 J。気グヅΣ

維持会費 rJS /rr.ヵ Ｊ。ｙ｀ｆ７７

全国会負担金

維持運営費 砥卜。万か び。TTn?

通信交通費 ろヮip ／．ｸｰ７ｒ７-ﾌﾟ）

事務局費 J。-Firn Ｊ。．ｚｒ７ｒﾌ

資　料　費 ／心･7r万 ふ。
雑　　　　費 ざz9ぷ ﾑｸz7.1

積立金支出

予　備　費 記心７ﾌﾞ7

次期繰越金 ^ nn> //aZヴフク

合　　　　　　豺 ふｊ。７７？ ）夕oi-^rz:
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再不貧会会員名簿

氏　　　名 -
T 住　　　　　　所 TEL 備考

三好　隆志 会長

敦川　弘臣 副会長

矢野　肇 幹事

佐藤　篤由 幹事

小野　栄一

小川　厳

川口　進 幹事

青塚　峰子

新谷　詔一 聡子

黒沢　雄三 千秋

野村　幸子

鈴木　三枝子

松本　紋子

丸山　得右

佐藤　信子

健二

-／ター



氏　　　名 -
Ｔ 住　　　　　　　所 TEL 備考

藤田　茂 曜子

桜庭　繁子

久保田喜代子

宮原　栄子

伊藤　清彦

大坂　雅子

佐々木　進 勇

前原　正美

梶野　フ'ミ

橋本　松代

岩淵　治美

谷口　国子

児玉　ハル

正田　勁 百樹

中川　好明

- ／びー



Ｉ●

氏　　　名 -ｺ‾ 住　　　　　　所 TE L

菅野　イクノ

坪田　和子

加藤　きよ

水根　孝蔵

西谷　善二

高松　好子

熊沢　シズェ

清水　正則

中島　勝年

ニ
ノ
十
〈
］

∇
《
□

高松　好子

熊沢　シズェ

清水　正則

中島　勝年 秀彰

美濃　康幸

武田裕美子

畠山とら子

杉本　弘 ※

美樹

牧野　敏江

千葉　円治

秋森　新二 美佳

●

－／万一



氏　　　名 －Ｔ 住　　　　　　所 TEL 備考

大野　明 大輔

山本　信育

宮崎　良一

久保　昭二

太田　鎮昭 昭三

　父

大野　五百子

吉田　修

･松田　豊　，

本田　美智子 賛助

　会員

中村　正信 賛助

　会員

津森　悦子 賛助

　会員

吉田　百合子

江刺家由美子

大場　敏夫 ※

※血小板減少性紫斑病

－／ぶ一

ｊ
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謳海ぶ/ネわ備噴ま励入乱し･乙しほ丿

ブダ４だ大潮葡ヽ分す。

皆ｊ八八・広遭/μｙ老勿随支えｚﾚlく

浦ダブ。よだ鋼入心にﾚぽレ凛脆お.ｔ

い芦方は､爆公ご旬籐いレまチ。

大士貧ぺ眼き列７贈笑局りＨ川義左

月升レｊ､レ畑ｚこご雨用瀕いまﾀﾞ。

j編集

　

具生夕栃詮凌岬しか藻族９蚕

三ｊＪ彦志

訪米心ひ　ノｙ屠　　邦謳乙ぶノ耳朗朗発行
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